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は
じ
め
に

物
み
な
は
歳
日
と
共
に
亡
び
行
く
。

ひ
と
り
来
て
さ
ま
よ
へ
ば

流
れ
も
速
き
広
瀬
川
。

何
に
せ
か
れ
て
止
む
べ
き

憂
ひ
の
み
永
く
残
り
て

わ
が
情
熱
の
日
も
暮
れ
行
け
り
。（
注
①
）

　

こ
の
頃
に
な
っ
て
、
故
郷
の
蒙
古
の
こ
と
を
思
う
た
び
に
、
今
か
ら
九
十
年

前
、
日
本
の
大
詩
人
萩
原
朔
太
郎
が
西
洋
模
倣
に
よ
り
近
代
の
商
業
都
市
に
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た
前
橋
へ
の
郷
愁
を
詠
嘆
し
た
、
こ
の
「
物
み
な
は
歳
日
と
共
に
亡

び
行
く
」
と
い
う
詩
を
く
ち
ず
さ
む
の
が
私
の
く
せ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

そ
こ
に
一
個
の
言
霊
が
躍
動
し
て
い
て
、
お
そ
ろ
し
い
予
言
を
感
じ
さ
せ
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

　

蒙
古
の
歴
史
で
見
れ
ば
、
一
二
〇
六
年
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
が
ア
ジ
ア
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
跨
る
大
蒙
古
帝
国
を
創
建
し
、
一
三
六
八
年
に
蒙
古
元
朝
が
漢
民

族
の
明
朝
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
て
か
ら
、
蒙
古
民
族
の
歴
史
は
異
民
族
の
搾
取
、
掠

奪
、
圧
迫
に
苦
し
め
ら
れ
、
破
滅
の
運
命
を
辿
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
一
六
三
六

年
、
清
朝
建
立
後
、
蒙
古
は
そ
の
王
朝
に
統
治
さ
れ
、
二
百
余
年
に
わ
た
り
運
勢

の
下
り
道
を
歩
ん
だ
。
一
九
一
一
年
、
中
国
の
辛
亥
革
命
に
よ
り
、
清
朝
が
倒

れ
、
中
華
民
国
が
生
ま
れ
た
後
、
全
蒙
古
地
域
で
民
族
権
益
・
自
由
・
独
立
の
た

め
の
革
命
運
動
が
興
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
と
中
華
民
国
の
統
治
意
識
を
孕
ん
だ
条

約
・
圧
力
に
よ
っ
て
、
内
蒙
古
と
外
蒙
古
の
二
つ
に
分
か
れ
、
外
蒙
古
は
ロ
シ
ア

の
援
助
な
ど
国
際
的
外
因
も
あ
っ
て
、
一
九
二
一
年
十
一
月
十
八
日
、
中
華
民
国

か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
て
、
哲
布
尊
丹
巴
活
仏
を
元
首
と
す
る
君
主
国
を
樹
立

し
、
一
九
二
四
年
蒙
古
人
民
共
和
国
に
変
容
し
た
。
内
蒙
古
は
中
華
民
国
の
軍
閥

の
支
配
下
に
陥
り
、「
内
蒙
古
人
は
駐
屯
開
墾
、
土
地
占
領
の
災
難
に
浴
び
ら
れ

た
」
の
で
あ
る
。（
注
②
）

　

そ
の
開
墾
の
地
積
は
、
当
時
の
内
蒙
古
の
綏
遠
地
区
だ
け
の
状
況
を
見
て
も
驚

く
ほ
ど
で
あ
り
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
は
一
千
二
百
三
十
四
頃

（
頃
は
中
国
の
地
積
の
単
位
、
一
頃
は
百
畝
）
で
、
〇
・
六
％
を
占
め
て
い
た
が
、

日
本
留
学
時
代
に
お
け
る
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
文
学
論
考

─
浪
漫
的
激
情
と
啓
蒙
思
想

エ
ル
ド
ン
バ
ー
ト
ル
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一
九
一
四
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
は
、十
一
万
八
千
九
百
三
十
二
頃
で
、五
十
九

％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
注
③
）

　

一
九
二
九
年
に
入
る
と
、
中
華
民
国
の
開
墾
・
土
地
掠
奪
は
残
酷
を
き
わ
め
、

そ
の
上
、
河
北
省
、
山
東
省
、
陝
西
省
な
ど
の
内
地
か
ら
大
勢
の
漢
人
を
入
植
さ

せ
、
移
民
に
よ
る
民
族
同
化
政
策
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
昔
か
ら

蒙
古
人
が
遊
牧
し
て
い
た
多
く
の
土
地
は
、
内
蒙
古
に
設
置
さ
れ
た
民
国
の
知
県

衛
門
の
命
令
で
移
住
民
に
与
え
ら
れ
、
数
多
く
の
遊
牧
民
は
や
む
を
得
ず
他
郷
を

流
離
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
殊
に
、
漢
・
蒙
雑
居
の
地
域
で
は
、
蒙
古
民
族
の
伝

統
的
生
活
様
式
・
風
俗
習
慣
・
言
語
文
化
は
著
し
く
変
質
し
て
、
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
の
大
蒙
古
帝
国
時
代
か
ら
の
遊
牧
文
化
は
「
亡
び
行
く
」
兆
候
を
呈
し
て

ゆ
く
わ
け
で
あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
な
歴
史
的
原
因
と
、
そ
れ
に
日
本
・
ロ
シ
ア
の
東
部
内
蒙
古
を
め

ぐ
る
抗
争
な
ど
民
族
の
興
亡
に
関
わ
る
出
来
事
が
内
蒙
古
人
の
民
族
滅
亡
の
危
機

意
識
を
引
き
起
こ
し
、
生
存
の
た
め
に
立
ち
上
が
る
抵
抗
運
動
を
促
し
た
。

一
九
二
二
年
〜
一
九
二
三
年
の
、
呼
倫
貝
爾
（
ロ
シ
ア
と
外
蒙
古
に
隣
接
す
る
、

内
蒙
古
の
東
北
地
域
）
の
郭
道
甫
、
福
明
太
ら
の
指
導
に
よ
る
全
蒙
古
民
族
の
人

民
政
治
を
建
設
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
独
立
運
動
、
一
九
二
九
年
十
一
月
の
、
東

部
内
蒙
古
哲
里
木
盟
ダ
ル
ハ
ン
王
の
補
佐
官
で
あ
っ
た
ガ
ダ
メ
リ
ン
の
統
率
す
る

蒙
古
民
衆
の
武
装
蜂
起
、
一
九
三
〇
年
〜
一
九
三
一
年
の
、
西
部
内
蒙
古
の
オ
ル

ド
ス
地
方
に
お
け
る
組
合
運
動
と
い
う
民
間
の
武
装
蜂
起
な
ど
が
相
次
い
で
起

こ
っ
た
の
だ
が
、
結
局
、
民
国
軍
閥
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
民
族
を
救
う
と
す
る
そ
の
精
神
の
続
き
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
は

一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
内
蒙
古
自
治
運
動
で
あ
る
。
徳
王
の
指
導

下
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
の
運
動
は
、
蒙
古
近
代
史
上
、
特
に
、
後
の
内
蒙
古
体
制

の
形
成
及
び
そ
の
発
展
に
極
め
て
重
要
な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
運
動
の
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
活
動
に
、
当
時
の
日
本
留
学
生
を
代

表
と
す
る
蒙
古
青
年
た
ち
の
、
文
化
教
育
の
振
興
を
以
て
蒙
古
を
復
興
さ
せ
る
壮

業
に
貢
献
す
る
と
し
た
絶
え
間
な
い
努
力
が
あ
る
。
そ
の
一
人
が
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ

で
あ
り
、
日
本
留
学
中
、
詩
歌
、
日
記
体
散
文
な
ど
多
く
の
文
学
作
品
を
書
い
て

い
る
。
内
蒙
古
現
代
民
族
文
学
の
基
礎
は
彼
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う

評
価
は
今
日
定
説
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
彼
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
は
、
敗

戦
後
、
つ
ま
り
一
九
四
五
年
十
二
月
、
彼
が
蒙
古
人
民
共
和
国
（
今
日
の
蒙
古

国
）
に
留
学
し
て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
思
想
を
接
受
し
て
創
作
さ
れ

た
、
社
会
主
義
傾
向
の
文
学
に
集
中
し
て
い
る
。
彼
の
日
本
留
学
中
の
翻
訳
、
或

い
は
生
前
発
表
さ
れ
て
い
な
い
作
品
の
収
集
と
い
っ
た
研
究
も
近
年
来
な
さ
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
日
本
留
学
中
の
彼
の
思
想
を
具
体
的
作
品
に
即
し
て
、
ま
た
は

当
時
の
内
蒙
古
独
立
・
自
治
運
動
の
歴
史
的
・
社
会
的
環
境
に
真
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
考
察
・
解
釈
す
る
研
究
は
欠
け
て
い
る
。
も
し
彼
の
文
学
を
当
時
の
内
蒙

古
の
特
殊
な
政
治
状
況
、
蒙
古
人
の
蒙
昧
弱
化
な
ど
の
実
態
と
切
り
離
し
て
見
れ

ば
、
そ
の
文
学
自
体
の
中
身
か
ら
離
れ
た
実
体
の
な
い
観
念
が
生
ま
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

　

日
本
留
学
時
代
に
お
け
る
彼
は
、「
中
国
各
民
族
人
民
の
最
大
の
敵
で
あ
る
日
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本
帝
国
主
義
と
蒙
古
民
族
を
裏
切
っ
た
封
建
階
級
の
統
治
勢
力
に
抵
抗
せ
ず
、
文

化
教
育
・
啓
蒙
と
改
良
を
以
て
民
族
を
救
う
こ
と
を
幻
想
し
て
い
た
」、『
心
の
伴

侶
』
に
表
現
さ
れ
る
思
想
は
「
小
資
産
家
階
級
の
知
識
人
の
幻
夢
と
哀
傷
で
あ

る
」
と
い
う
従
来
の
評
価
（
注
④
）
は
階
級
理
論
的
偏
見
で
あ
り
、
文
学
を
国
家

意
識
の
わ
く
ぐ
み
の
中
に
強
引
に
押
し
入
れ
、「
Ａ
で
な
け
れ
ば
Ｂ
で
あ
る
」
と

い
う
風
な
形
而
上
学
的
思
考
方
式
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
何
を
書
く
か
は
作
家
の

自
由
で
あ
り
、
作
家
は
他
者
に
振
り
回
さ
れ
る
宣
伝
の
旗
手
で
は
な
い
。
ま
た

は
、
彼
を
「
小
資
産
家
階
級
の
知
識
人
」
で
あ
る
と
い
う
の
も
事
実
に
あ
わ
な
い

空
説
で
あ
り
、
実
は
内
蒙
古
自
治
政
府
の
責
務
と
期
待
を
負
う
官
費
留
学
生
と
し

て
日
本
へ
渡
っ
た
遊
牧
民
の
子
と
し
て
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。

　

何
故
蒙
古
民
族
は
奮
闘
に
立
ち
上
が
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
徳
王
は
一
九
三
七

年
一
月
一
五
日
の
『
蒙
古
新
報
』
に
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。

民
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
蒙
古
と
中
華
民
国
は
平
等
条
約
を
結
ん
だ
の
に
、

民
国
は
日
増
し
に
我
が
蒙
古
民
衆
の
権
益
を
奪
い
取
り
、
そ
の
残
酷
非
道
極

ま
り
な
い
。
そ
の
故
、
我
が
蒙
古
民
衆
は
勇
み
立
っ
た
の
だ
。

　

確
か
に
、
当
時
は
日
中
戦
争
の
残
酷
な
時
期
で
あ
っ
た
も
の
の
、
蒙
古
民
族
の

「
最
大
の
敵
」
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
駐
屯
開
墾
、
土
地
掠
奪
、
民
族
同
化
な
ど

非
人
道
的
統
治
政
策
を
強
行
し
、
蒙
古
を
滅
び
の
瀬
戸
際
に
押
し
出
し
た
中
華
民

国
の
軍
閥
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
話
は
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
の
文
学
に
移
る
の
だ
が
、「
わ
が
蒙
古
が
滅
び

の
危
殆
に
瀕
し
た
今
日
、
日
本
に
留
学
す
る
絶
好
の
時
機
に
恵
ま
れ
た
我
々
蒙
古

の
青
年
た
ち
が
命
を
か
け
て
民
族
の
た
め
に
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
、
我
が
蒙
古

は
何
時
復
興
さ
れ
よ
か
」
と
彼
は
そ
の
日
記
体
の
散
文
『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
に

書
い
て
い
る
。
日
本
の
先
進
文
明
を
受
容
し
て
、
世
界
の
先
進
民
族
よ
り
文
化
的

に
立
ち
遅
れ
、
権
威
・
圧
迫
な
ど
に
盲
従
す
る
当
時
の
無
知
蒙
昧
な
蒙
古
民
衆
を

啓
蒙
し
て
、
自
民
族
の
現
状
を
改
善
し
、
民
族
精
神
の
文
化
的
更
生
、
蒙
古
民
族

の
自
由
・
独
立
の
た
め
奮
闘
す
る
志
向
が
彼
の
日
本
留
学
時
代
に
お
け
る
文
学
の

主
調
音
で
あ
る
。

　
「
啓
蒙
と
は
、
人
間
が
自
己
の
未
成
年
状
態
を
脱
却
す
る
こ
と
で
あ
る
」「
未
成

年
と
は
、
他
者
の
指
導
が
な
け
れ
ば
、
自
己
の
悟
性
を
使
用
し
得
な
い
状
態
で
あ

る
」「
と
こ
ろ
で
か
か
る
啓
蒙
を
成
就
す
る
に
必
要
な
も
の
は
全
く
自
由
に
ほ
か

な
ら
な
い
」
と
カ
ン
ト
は
言
っ
て
い
る
（
注
⑤
）
よ
う
に
、
一
民
族
に
と
っ
て
見

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
自
由
・
独
立
の
精
神
が
欠
け
て
い
る
民
族
は
、
他
者

の
権
力
意
志
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
特
に
危
急
存
亡
の
時
代
に
あ
っ
て
は
自
由
と

独
立
の
問
題
は
、
一
個
人
の
こ
と
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
民
族
の
問
題
で
も

あ
る
。
そ
の
民
族
が
恥
辱
、
圧
制
を
受
け
た
時
は
、
一
人
残
ら
ず
一
致
団
結
し

て
、
民
族
の
尊
厳
を
守
り
抜
く
こ
と
に
こ
そ
一
民
族
の
自
由
・
独
立
は
あ
る
の
で

あ
る
。

　

こ
の
小
論
で
は
、
上
述
の
問
題
意
識
を
以
て
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
の
『
心
の
伴

侶
』、『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
な
ど
日
本
留
学
時
代
に
お
け
る
著
作
を
め
ぐ
っ
て
、
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社
会
・
歴
史
的
背
景
に
留
意
し
な
が
ら
分
析
・
検
討
を
進
め
、
そ
の
実
態
を
探
っ

て
み
た
い
。

　

民
族
問
題
は
世
界
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
の

今
日
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
乗
っ
て
、
あ
る
弱
小
民
族
の
文
化

が
あ
る
強
大
民
族
の
文
化
に
同
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

内
蒙
古
の
今
日
の
現
状
を
見
て
も
、
近
年
来
民
族
言
語
の
喪
失
、
遊
牧
的
伝
統
文

化
の
変
質
な
ど
の
問
題
は
著
し
い
。
移
り
変
わ
り
が
速
い
こ
の
世
の
中
で
、
我
々

蒙
古
人
は
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
た
ち
の
言
語
・
伝
統
文
化
を
守
れ
ば
よ
い

の
か
と
い
う
思
い
、
そ
し
て
蒙
古
の
青
年
た
ち
が
蒙
古
人
の
辿
っ
て
き
た
歴
史
を

再
認
識
し
て
、
歴
史
的
教
訓
を
玩
味
し
、
未
来
へ
の
展
望
を
開
け
る
こ
と
に
何
等

か
の
示
唆
を
与
え
れ
ば
と
い
う
願
い
が
本
論
を
綴
る
も
う
一
つ
の
起
因
で
あ
る
。

一
、
社
会
的
背
景
と
留
学
経
緯

　

蒙
古
近
代
史
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
前
半
期
は
蒙
古
民
族
の
生
存
に
か
か
わ
る

極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
既
述
の
中
国
辛
亥
革
命
を
き
っ
か
け
に
、
全
蒙
古

地
域
の
範
囲
で
民
族
権
益
、自
由
の
た
め
の
革
命
運
動
が
興
り
、一
九
二
一
年
十
一

月
十
八
日
に
外
蒙
古
は
清
朝
・
中
華
民
国
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
、
一
九
二
一
年

活
仏
を
元
首
と
す
る
君
主
国
を
樹
立
し
て
、
一
九
二
四
年
蒙
古
人
民
共
和
国
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
内
蒙
古
は
、
中
華
民
国
の
支
配
に
陥
り
、
軍
閥
ら
の
駐
屯
開

墾
、
土
地
掠
奪
、
移
民
に
よ
る
民
族
同
化
な
ど
非
人
道
的
統
治
が
以
前
よ
り
残
酷

非
道
に
な
り
、
内
地
か
ら
大
勢
の
漢
人
を
入
植
さ
せ
、
内
蒙
古
人
の
存
在
状
態
は

一
変
し
た
。
民
国
の
知
県
衛
門
が
各
地
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
刑
法
・
租
税
な

ど
の
権
力
は
ほ
と
ん
ど
漢
人
の
手
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
蒙
古
人
の

牧
場
と
し
て
い
た
土
地
は
漢
人
が
司
る
県
の
命
令
で
移
住
農
民
に
与
え
ら
れ
、
多

く
の
遊
牧
民
は
や
む
を
得
ず
他
郷
を
流
離
う
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
・
蒙
雑
居
の
地

方
で
は
、
一
部
の
蒙
古
人
は
固
有
の
生
活
様
式
を
捨
て
、
漢
民
族
の
そ
れ
に
変
化

す
る
よ
う
に
な
り
、
風
俗
習
慣
も
漢
民
族
化
さ
れ
、
蒙
古
語
す
ら
忘
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
来
た
。
当
時
の
内
蒙
古
人
の
言
語
喪
失
・
伝
統
文
化
の
変
質
に
つ
い
て
、

『
支
那
及
満
蒙
』
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

蒙
古
人
傳
統
の
テ
ン
ト
の
家
は
支
那
風
と
な
り
、
傳
統
の
牧
畜
は
農
耕
と
變

化
し
（
略
）、
こ
れ
等
の
地
方
は
人
口
と
し
て
支
那
人
の
數
が
多
く
、
蒙
古

人
は
多
人
數
の
支
那
人
村
落
の
う
ち
に
僅
少
の
人
數
で
生
活
し
て
居
る
か

ら
、
常
に
支
那
人
か
ら
壓
迫
を
加
へ
ら
れ
、
馬
鹿
に
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た

か
ら
小
さ
く
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
が
爲
め
い
つ
も
彼
等
は
支
那
風
を
な
し
、

支
那
語
を
話
し
、
自
分
は
蒙
古
人
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
僞
つ
て
支
那
人
で
あ

る
と
云
つ
て
居
る
者
も
あ
る
。（
注
⑥
）

　

亡
び
る
か
、
そ
れ
と
も
生
き
残
る
か
と
い
う
民
族
の
運
命
を
決
定
す
る
、
以
上

の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
し
て
、
一
九
二
二
年
〜
二
三
年
の
間
、
呼
倫
貝
爾
の
郭
道

甫
、
福
明
太
ら
は
、「
蒙
古
青
年
党
」
と
い
う
地
下
組
織
を
作
り
、
全
蒙
古
民
族

の
独
立
し
た
人
民
政
治
を
建
設
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
一
九
二
八
年
独
立
の
た
め



83 （エルドンバートル）

立
ち
上
が
っ
た
が
、
東
北
軍
閥
軍
に
鎮
圧
さ
れ
、
そ
れ
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

（
注
⑦
）
一
九
二
九
年
十
一
月
の
、
東
蒙
古
哲
里
木
盟
ダ
ル
ハ
ン
王
の
補
佐
官
で

あ
っ
た
ガ
ダ
メ
イ
リ
ン
の
統
率
す
る
蒙
古
民
衆
の
武
装
蜂
起
、
一
九
三
〇
年
〜

一
九
三
一
年
の
間
、
西
部
内
蒙
古
の
オ
ル
ド
ス
地
方
で
興
っ
た
組
合
運
動
と
い
う

民
間
の
武
装
蜂
起
も
同
じ
く
民
国
軍
閥
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ

が
、
一
九
三
三
年
の
春
、
西
部
内
蒙
古
の
王
様
で
あ
っ
た
徳
王
は
全
蒙
古
自
治
運

動
を
起
こ
し
、
彼
の
指
導
下
で
内
蒙
古
の
民
族
自
治
・
独
立
運
動
が
続
い
て
き
た

の
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
一
月
、
こ
の
運
動
の
初
め
て
の
組
織
的
運
営
機
構
で
あ

る
蒙
古
地
方
自
治
政
務
委
員
会
が
創
立
さ
れ
、
一
九
三
六
年
五
月
に
蒙
古
軍
政

府
、
一
九
三
七
年
十
月
に
は
蒙
古
聯
盟
自
治
政
府
が
成
立
し
た
。

　

一
九
三
七
年
は
、
内
蒙
古
自
治
運
動
の
歴
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
時
期
で

あ
り
、
運
動
方
針
の
転
換
期
で
も
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
徳
王
は
、
政
治
的
・
武
力

的
闘
争
を
す
る
と
同
時
に
教
育
文
化
を
以
て
民
族
を
振
興
す
る
道
を
摸
索
し
始

め
、「
蒙
古
が
衰
弱
し
て
い
る
原
因
は
、
教
育
の
時
代
遅
れ
で
あ
り
、
蒙
古
を
振

興
さ
せ
る
た
め
に
は
ま
ず
教
育
か
ら
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
注
⑧
）
と

主
張
し
、
民
族
の
独
立
の
た
め
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
。
こ
れ

が
、
民
族
の
素
質
を
高
め
、
民
族
文
化
を
保
全
し
て
自
民
族
を
救
お
う
と
す
る
上

層
階
級
の
人
士
・
知
識
人
た
ち
の
広
範
な
支
持
を
得
て
、
自
治
運
動
は
一
層
進
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
向
に
従
い
、
蒙
古
軍
政
府
が
成
立
し
た
後
ま
も

な
く
初
等
教
育
、
中
等
教
育
、
高
等
教
育
な
ど
三
段
階
の
学
制
が
制
定
さ
れ
、
西

部
内
蒙
古
の
各
盟
・
旗
・
県
・
市
に
多
く
の
学
校
が
創
ら
れ
、
蒙
古
振
興
の
一
環

と
し
て
大
勢
の
官
費
留
学
生
が
日
本
へ
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
徳
王
政
府
の
教
育
・
留
学
生
策
略
の
施
行
に
は
、
日
本
軍
部
の
対
蒙
古
教
育

方
針
、
ま
た
は
当
時
「
満
洲
国
」
に
属
し
て
い
た
東
部
内
蒙
古
の
日
本
へ
の
留
学

生
派
遣
な
ど
の
情
勢
が
絶
好
の
機
会
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
東
部
内
蒙
古
で

は
、
一
九
三
四
年
十
二
月
、
関
東
軍
参
謀
部
の
「
臨
時
蒙
古
人
指
導
方
針
」
に
よ

り
、
蒙
政
部
が
開
設
さ
れ
、
各
地
か
ら
優
秀
な
学
生
を
選
び
、
日
本
へ
留
学
さ
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
臨
時
蒙
古
人
指
導
方
針
」
の
中
に
は
「
教

育
を
普
及
し
て
、
特
に
指
導
地
位
に
あ
る
人
々
に
必
要
な
教
育
を
与
え
、
そ
の
素

質
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
教
育
施
設
を
設
け
る
べ
し
。」
と
（
注
⑨
）
強
調
さ

れ
て
い
る
。

　

一
九
三
六
年
十
月
、
蒙
古
軍
政
府
教
育
署
は
日
本
善
隣
協
会
の
協
力
で
第
一
期

官
費
留
学
生
と
し
て
十
人
を
そ
れ
ぞ
れ
慶
応
大
学
医
学
部
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校

農
学
部
、
東
洋
大
学
教
育
部
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
善
隣
高
商
特
設
予
科
、
陸

軍
師
範
学
校
な
ど
に
送
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
東
洋
大
学
に
送
ら
れ
た
の
が
サ
イ

チ
ョ
ン
ガ
で
あ
る
。

　

サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
は
一
九
一
四
年
二
月
、
今
の
錫
林
郭
勒
盟
（
当
時
の
、
察
哈
爾

省
）
正
藍
旗
の
遊
牧
民
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
彼
は
、
地
元
の
小
学
校
を
卒
業

し
て
か
ら
一
九
三
六
年
三
月
、
察
哈
爾
蒙
古
青
年
学
校
に
入
り
、
そ
こ
で
日
本
語

な
ど
の
科
目
を
修
学
し
た
。
こ
の
学
校
に
在
学
中
『
蒙
古
秘
史
』、『
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
の
箴
言
』、『
智
慧
の
鍵
』、
尹
湛
納
希
の
『
青
史
演
義
』（
長
編
歴
史
小

説
）
な
ど
蒙
古
の
歴
史
、
古
典
文
学
に
接
触
し
、「
我
々
は
知
識
に
励
み
申
す
べ
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し
」「
教
育
文
明
と
暮
ら
し
」
な
ど
の
習
作
を
作
っ
て
い
た
ら
し
い
。（
注
⑩
）

　

一
九
三
七
年
四
月
、
日
本
へ
渡
り
、
善
隣
協
会
に
お
い
て
一
年
間
日
本
語
を
マ

ス
タ
ー
し
て
、
翌
年
に
東
洋
大
学
教
育
部
に
進
学
し
た
の
で
あ
る
。
履
修
科
目
と

し
て
は
、
哲
学
、
教
育
、
道
徳
、
歴
史
、
経
済
、
日
本
語
、
英
語
、
体
育
な
ど
が

あ
り
、
近
代
教
育
を
シ
ス
テ
ム
的
に
学
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
傍
ら
、
近
代
日

本
文
学
に
接
触
し
、
北
原
白
秋
、
武
者
小
路
実
篤
な
ど
日
本
の
作
家
た
ち
の
著

書
、
ま
た
は
日
本
語
を
通
し
て
ロ
シ
ア
の
プ
ー
シ
キ
ン
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
ド
イ
ツ

の
ハ
イ
ネ
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
イ
ロ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
小
説
家
・
詩
人
た
ち
の
作
品
を
数
多
く
耽
読
し
、
そ
の
文
学
の
道
程
を

正
式
に
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

政
治
・
経
済
・
思
想
・
科
学
・
芸
術
の
各
方
面
に
お
い
て
、
西
欧
文
化
を
摂

取
・
移
入
し
て
、
文
学
も
、
伝
統
的
な
精
神
風
土
の
上
で
、
西
洋
の
近
代
思
潮
を

取
り
入
れ
、
急
速
に
近
代
化
さ
れ
て
い
く
日
本
の
実
相
を
、
そ
の
目
で
見
、
耳
で

聞
い
て
体
験
し
た
こ
と
が
彼
の
精
神
構
造
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
に

違
い
な
い
。二

、
浪
漫
的
激
情

　

一
九
四
一
年
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
は
『
青
旗
報
』（
注
⑪
）、『
丙
寅
』（
注
⑫
）
な

ど
の
新
聞
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
三
二
首
の
詩
歌
を
収
録
し
て
、
そ
の
処
女
詩
集

『
心
の
伴
侶
』
を
東
京
に
て
出
版
し
た
。
戦
乱
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
サ
イ
チ
ョ

ン
ガ
に
関
す
る
多
く
の
資
料
は
紛
失
し
、
こ
れ
ら
の
詩
歌
の
初
出
年
月
、
及
び

『
心
の
伴
侶
』
が
東
京
の
ど
の
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
一
九
八
七
年
五
月
に
初
め
て
国
内
に
公
開
出
版
さ
れ
た
『
サ
イ
チ
ョ

ン
ガ
』
と
い
う
本
に
収
め
ら
れ
た
『
心
の
伴
侶
』
を
も
と
に
検
討
す
る
。
こ
の
詩

集
は
、「
自
然
の
公
園
・
文
化
の
都
─
日
本
」、「
宿
望
の
泉
」、「
砂
丘
の
霧
」、

「
成
吉
思
汗
の
血
を
引
く
蒙
古
激
情
」、「
雑
歌
」
な
ど
五
部
の
詩
歌
か
ら
構
成
さ

れ
、
第
一
部
の
詩
歌
に
は
、「
麗
し
き
富
士
山
」「
東
京
市
」「
山
寺
」「
友
情
」

「
夢
の
松
島
」「
利
根
川
の
記
」
な
ど
の
六
首
が
あ
り
、
日
本
の
自
然
風
景
を
賛
美

し
、
そ
の
文
化
・
科
学
の
進
歩
を
羨
望
す
る
心
情
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
第
二
部
の

詩
歌
に
は
、
前
途
に
光
明
を
見
出
そ
う
と
す
る
願
望
、
自
由
へ
の
憧
憬
、
弱
小
の

蒙
古
の
た
め
に
勇
み
立
と
う
と
す
る
蒙
古
青
年
た
ち
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
の
情
緒

が
、
優
美
な
詩
行
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
第
三
部
の
詩
歌
に
は
、
故
郷
へ

の
思
い
が
歌
わ
れ
、
第
四
部
の
「
成
吉
思
汗
の
血
を
引
く
蒙
古
激
情
」
と
い
う
表

題
の
詩
歌
に
は
、
成
吉
思
汗
の
勇
武
の
精
神
を
以
て
民
族
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
す

る
意
志
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
第
五
部
に
は
、「
籬
下
の
若
草
」「
憤
激
」「
花
姫
」

な
ど
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
峰
に
白
雪
光
れ
り

仙
境
の
美
名
世
に
知
れ
渡
る

国
中
万
人
の
心
に
輝
く

麗
し
く
富
士
よ
、
神
々
し
い
山
。
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雲
霧
そ
の
ふ
と
こ
ろ
に
け
ぶ
れ
り

周
り
の
山
々
そ
の
下
に
仰
ぐ

清
き
五
湖
周
囲
に
広
が
り

万
人
の
憧
れ
る
神
聖
な
山

空
中
に
聳
え
る
神
々
し
い
山

雷
も
そ
の
ふ
も
と
に
鳴
り

永
遠
に
白
雪
の
衣
を
ま
と
う

山
の
王
様
、
富
士
山
麗
し
い
。（「
麗
し
き
富
士
山
」）

　
『
心
の
伴
侶
』
の
第
一
部
「
自
然
の
公
園
・
文
化
の
都
─
日
本
」
の
最
初
に
置

か
れ
た
こ
の
詩
に
続
い
て
、「
東
京
市
」
詩
に
は
、
東
京
駅
、
日
比
谷
公
園
、
銀

座
通
り
、
新
宿
の
街
、
靖
国
神
社
、
明
治
神
宮
、
神
田
町
、
上
野
公
園
、
浅
草
な

ど
の
美
し
く
、
に
ぎ
や
か
な
名
所
の
風
景
が
描
か
れ
、
往
来
す
る
電
車
、
仕
事
に

急
ぐ
人
々
、
学
業
に
励
む
書
生
、
朝
日
の
輝
き
を
浴
び
て
、
そ
の
喜
び
を
歌
う
女

た
ち
の
幸
せ
な
姿
に
憧
れ
る
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、「
四
方
の
文
明

集
う
／
東
洋
の
名
城
、
こ
れ
が
東
京
」
と
い
う
、
名
所
記
を
連
想
さ
せ
る
書
き
方

に
留
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
東
京
に
象
徴
さ
れ
る
近
代
日
本
の
文

明
的
繁
栄
に
引
か
れ
る
心
の
躍
動
が
、
組
曲
と
し
て
後
に
続
く
第
二
部
か
ら
第
五

部
の
詩
群
で
は
危
機
意
識
を
伴
う
暗
い
郷
愁
を
基
調
と
す
る
心
象
に
変
わ
っ
て
い

き
、「
自
然
の
公
園
・
文
化
の
都
─
日
本
」
に
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
近
代
日
本

の
文
明
に
鑑
み
て
、
故
郷
の
蒙
古
を
思
案
し
よ
う
と
す
る
暗
示
的
意
図
が
あ
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

防
い
で
く
れ
よ
、
光
の
窓

寒
気
を
以
て
わ
が
身
を
襲
う
夕
暮
れ
の
風
を

吹
雪
の
よ
う
に
胸
を
む
な
し
く
吐
く
冷
た
い
息
を

蒙
霧
を
以
て
わ
が
魂
を
乱
す
夜
の
闇
を

　

防
い
で
く
れ
、
光
の
窓
よ

　

流
し
て
く
れ
よ
、
わ
が
家
へ

憂
鬱
な
心
を
明
か
す
曙
を

偉
大
な
る
わ
が
宿
願
を
灯
し
て
く
れ
る
輝
く
太
陽
の
光
を

知
恵
の
啓
蒙
を
覚
め
し
て
く
れ
る
新
鮮
な
空
気
を

　

流
し
て
く
れ
、
わ
が
家
へ
・
・
・
光
の
窓
よ
。

　

運
ん
で
く
れ
よ
、
わ
が
家
へ

日
照
の
恵
み
に
芽
生
え
立
つ
青
草
の
匂
い
を

明
月
の
光
に
微
笑
み
開
く
美
し
い
花
の
香
り
を

清
澄
な
露
に
清
ま
さ
れ
流
れ
る
早
朝
の
空
気
を

　

運
ん
で
く
れ
よ
、
わ
が
家
へ
・
・
・
光
の
窓
よ
。

�

（
後
略
、「
光
の
窓
」
よ
り
）　　
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端
的
に
言
う
な
ら
ば
、『
心
の
伴
侶
』
の
「
宿
望
の
泉
」
と
題
す
る
第
二
部
に

収
め
ら
れ
た
こ
の
詩
は
当
時
の
内
蒙
古
の
社
会
・
政
治
的
実
情
を
後
景
と
し
て
書

か
れ
た
作
品
で
あ
り
、
暗
黒
と
光
明
、
憂
鬱
と
曙
、
蒙
霧
と
啓
蒙
の
対
比
に
よ
っ

て
民
国
軍
閥
の
暗
夜
の
如
く
支
配
・
圧
迫
か
ら
解
放
さ
れ
、
太
陽
の
光
の
よ
う
な

自
由
へ
の
祈
願
が
暗
示
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
わ
が
家
」
を
「
わ
が
故
郷
」

に
置
き
替
え
て
考
え
れ
ば
、「
蒙
霧
を
以
て
わ
が
魂
を
乱
す
夜
の
闇
」
に
戦
慄
す

る
危
機
意
識
か
ら
来
る
祈
願
が
も
っ
と
明
ら
か
に
感
じ
取
れ
る
だ
ろ
う
。

古
今
に
例
の
無
し

我
が
先
祖
の
精
神

心
も
と
に
光
れ
り

　

成
吉
思
汗
の
子
孫
た
ち
よ

　

今
し
勇
み
起
と
う

兄
弟
の
よ
う
に
親
し
む

ア
ジ
ア
の
種
族

正
義
を
以
て
振
起
す
べ
し

　

成
吉
思
汗
の
子
孫
た
ち
よ

　

今
し
勇
み
起
と
う

（
後
略
）

　

こ
れ
は
、「
成
吉
思
汗
の
血
を
引
く
蒙
古
激
情
」
と
題
す
る
第
四
部
に
収
め
ら

れ
た
「
成
吉
思
汗
の
子
孫
た
ち
」
と
い
う
詩
の
冒
頭
の
部
分
で
あ
る
。
初
出
は
不

明
だ
が
、
彼
が
日
本
留
学
中
の
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
一
年
の
間
に
書
か
れ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
既
述
の
民
国
の
軍
閥
に
蹂
躙
さ
れ
る
内
蒙
古
の
歴
史
的
背

景
、
蒙
古
民
衆
の
災
難
に
浴
び
る
暮
ら
し
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
こ
の
詩
を
読

め
ば
、
今
す
ぐ
勇
み
上
が
っ
て
闘
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
民
族
は
滅
び
て
し
ま
う
だ

ろ
う
と
い
う
憂
患
意
識
と
、
民
族
を
復
興
さ
せ
る
と
い
う
切
望
が
、
浪
漫
的
激
情

を
以
て
噴
出
し
て
い
る
よ
う
に
感
受
さ
れ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
平
凡
な
呼
び

か
け
の
詩
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
細
心
に
玩
味
し
て
見
れ
ば
、
か
つ
て
世

界
を
征
服
し
た
先
祖
の
成
吉
思
汗
時
代
を
顧
み
て
、
世
に
落
魄
れ
て
い
る
今
日
の

運
命
を
悟
る
べ
し
と
い
う
重
み
が
連
想
の
空
間
に
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

　

思
う
に
、
こ
の
詩
に
お
い
て
、
そ
の
精
神
が
蒙
古
人
の
「
心
も
と
に
光
れ
」
る

「
古
今
に
例
の
無
い
」
勇
敢
、
賢
明
な
先
祖
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
は
、
既
述
の

「
麗
し
き
富
士
山
」
詩
の
「
国
中
万
人
の
心
に
輝
く
」「
山
の
王
様
」
で
あ
る
霊
山

─
富
士
山
と
対
称
的
に
描
か
れ
、
連
想
の
空
間
を
読
者
に
託
し
て
、
歴
史
・
社
会

的
背
景
を
後
景
に
隠
す
書
き
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
感
取
さ
れ
る
。

　
「
成
吉
思
汗
の
血
を
引
く
蒙
古
激
情
」
組
曲
の
も
う
一
首
の
詩
に
は
、
チ
ン
ギ

ス
・
ハ
ー
ン
の
精
神
を
継
承
し
て
、
民
族
の
為
に
精
を
出
そ
う
と
す
る
心
願
が
次

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

嗚
呼
、
先
祖
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
よ
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聖
主
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
よ

英
明
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
よ

願
っ
て
や
ま
な
い
。

天
下
の
人
々
を
震
慄
さ
せ
た

あ
の
雄
大
な
威
武
を
わ
が
身
に
吸
収
し

永
遠
に
衰
え
な
い
精
神
と
不
敗
の
意
志
を
以
て

同
族
の
為
に
尽
力
し
よ
う
と

願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
（
中
略
）

嗚
呼
、
先
祖
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
よ

聖
主
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
よ

英
明
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
よ

願
っ
て
や
ま
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
種
族
、
四
海
の
民
を

平
等
に
慈
愛
し
た
あ
の
寛
容
の
心
を

わ
が
胸
に
取
り
抱
き

命
繋
が
る
衆
生
の
為
に
尽
力
し
よ
う
と

願
っ
て
や
ま
な
い
。（「
願
っ
て
や
ま
な
い
」）

　

こ
の
詩
は
、
古
来
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
、
蒙
古
人
の
最
も
愛
唱
す
る
次
の
祭

祀
の
歌
と
主
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
王
の
我
テ
ン
ト
中
に
ま
し
ま
せ
し
時

蒙
古
種
属
は
勇
に
し
て
恐
る
べ
か
り
き

其
一
動
は
全
世
界
を
跪
か
し
め

其
一
瞥
は
日
の
下
の
あ
ら
ゆ
る
国
民
を
震
わ
し
め
ぬ
。

大
王
よ
、
活
き
か
え
れ
、
お
お
大
王
！

如
何
に
我
等
は
ま
ち
わ
ぶ
る
よ
。（「
鉄
木
真
へ
の
祈
願
」、
注
⑬
）

　

言
っ
て
見
れ
ば
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
意
志
・
精
神
を
以
て
、
衰
滅
の
方
向

へ
下
っ
て
い
く
当
時
の
蒙
古
民
族
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
は
、
蒙
古
人
の
共
同
の
願

い
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
は
、
上
述
の
「
願
っ
て
や
ま
な
い
」
と
題
す
る
詩
の
「
あ
ら
ゆ
る
種
族
／

四
海
の
民
を
平
等
に
慈
愛
し
た
／
あ
の
寛
容
の
心
を
／
わ
が
胸
に
取
り
抱
き
／
命

繋
が
る
衆
生
の
為
に
尽
力
し
よ
う
と
／
願
っ
て
や
ま
な
い
。」
と
い
う
末
尾
の
ス

タ
ン
ザ
に
表
現
さ
れ
る
思
想
は
、
一
九
三
九
年
十
月
号
の
『
丙
寅
』
に
発
表
さ
れ

た
「
六
盤
山
」
と
い
う
彼
の
物
語
風
の
散
文
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
征
服
し
た
管
轄
地
域
内
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
仏

教
、
基
督
教
な
ど
各
種
の
宗
教
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
お
け



88

る
民
衆
が
望
む
通
り
宗
教
の
自
由
を
与
え
、（
略
）
種
族
の
偏
見
を
取
り
除

き
、
東
西
の
多
民
族
の
交
流
を
自
在
に
し
た
。（
略
）
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン

の
創
立
し
た
蒙
古
帝
国
は
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
を
率
い
、
全
世
界
の
差
別
無
し

の
文
化
交
流
を
推
し
進
め
、
自
由
な
る
政
治
を
執
り
行
っ
た
。（
略
）
日
本
、

満
洲
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
全
ア
ジ
ア
の
種
族
よ
、
争
い
を
止
め
、
団
結
し

て
、
前
途
へ
励
も
う
、
愚
痴
の
闇
を
破
り
、
深
い
眠
り
か
ら
目
覚
め
よ
。

（「
六
盤
山
」
よ
り
）

　
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
」
と
福
沢
諭
吉
（
注

⑭
）
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
誰
で
も
人
間
と
し
て
の
権
利
が
平
等
で
あ
り
、
各

民
族
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
の
思
想
意
識
の
一
面
で

あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
と
裏
腹
に
、
内
蒙
古
に
対

す
る
中
華
民
国
軍
閥
の
政
策
は
蒙
古
民
衆
の
権
利
を
迫
害
す
る
独
裁
的
・
フ
ァ
シ

ズ
ム
的
統
治
で
あ
っ
た
。

　

一
言
す
れ
ば
、
危
急
存
亡
の
瀬
戸
際
に
瀕
し
て
い
る
自
民
族
へ
の
憂
患
意
識
と

そ
の
民
族
を
復
興
さ
せ
る
た
め
、
蒙
古
の
若
者
た
ち
が
一
致
団
結
し
て
勇
み
起
と

う
と
す
る
心
の
叫
び
が
『
心
の
伴
侶
』
詩
集
の
主
調
音
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

は
、
詩
集
の
冒
頭
に
「
自
然
の
公
園
・
文
化
の
都
─
日
本
」
と
題
す
る
詩
歌
を
前

景
と
し
て
置
き
、
内
蒙
古
に
関
す
る
詩
歌
を
後
景
に
す
る
構
成
自
体
が
当
時
の
蒙

古
読
者
に
、
自
然
公
園
の
如
く
繁
栄
・
自
由
の
美
し
い
日
本
に
鑑
み
て
、
自
分
た

ち
が
置
か
れ
て
い
る
移
民
・
開
墾
、
政
治
的
・
経
済
的
圧
迫
の
酷
く
な
っ
て
い
く

社
会
環
境
を
顧
み
て
も
ら
う
狙
い
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

三
、
啓
蒙
思
想

　

一
九
四
〇
年
七
月
十
一
日
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
は
学
校
の
夏
休
み
で
、
察
哈
爾
省

（
当
時
の
西
部
内
蒙
古
の
一
省
）
か
ら
日
本
に
留
学
し
て
い
た
八
人
の
学
生
と
連

れ
だ
っ
て
東
京
を
発
ち
、
七
月
二
二
日
実
家
に
着
き
、
九
月
二
日
東
京
に
戻
っ
て

い
る
。
こ
の
五
四
日
間
の
見
聞
を
日
日
欠
く
こ
と
な
く
日
記
に
留
め
、
後
に
作
品

集
と
し
て
出
し
た
の
が
、
日
記
体
で
綴
っ
た
散
文
集
『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
で
あ

る
。
そ
の
序
文
に
は
、「
聖
な
る
成
吉
思
汗
歴
の
七
三
五
年
、
日
本
国
の
東
京
市

に
て
」
と
書
い
て
あ
る
の
だ
が
、
何
月
の
こ
と
か
は
不
明
で
あ
る
。
七
三
五
年
と

い
う
の
は
西
暦
の
一
九
四
〇
年
で
あ
り
、
一
九
四
一
年
十
一
月
、
蒙
彊
徳
王
府
印

刷
所
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
散
文
集
は
主
に
当
時
の
蒙
古
社
会
の
実
態
、

貧
困
災
難
に
苦
し
む
蒙
古
民
族
の
暮
ら
し
を
写
実
的
に
描
き
、
上
層
官
吏
の
卑
怯

蒙
昧
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
は
、
ラ
マ
教
の
名
義
を
借
り
て
民
衆
を
騙
す
僧
侶

た
ち
の
罪
悪
な
行
為
を
暴
き
、
そ
れ
を
盲
信
す
る
民
衆
の
無
知
蒙
昧
な
性
向
を
痛

感
し
て
、
阿
片
に
蝕
ま
れ
、
飲
酒
に
耽
溺
し
て
心
身
的
に
衰
弱
し
て
い
く
蒙
古
人

の
状
況
に
も
蒙
古
民
族
の
惰
弱
の
原
因
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
所
々
に
日
本

の
主
な
都
市
の
繁
栄
事
情
を
紹
介
し
、
日
本
の
よ
う
な
世
界
先
進
国
の
文
明
に
立

ち
遅
れ
て
い
る
自
民
族
を
啓
蒙
し
て
、
振
興
さ
せ
る
祈
願
を
こ
め
て
い
る
。

　

形
式
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
散
文
集
は
七
月
十
一
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
の

五
十
四
章
段
か
ら
な
り
、
章
ご
と
の
結
尾
、
或
い
は
中
間
に
お
い
て
短
長
異
な
る



89 （エルドンバートル）

詩
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
書
き
方
は
、
武
者
小
路
実
篤
の
『
自
己
を
生
か
す
為

に
』（
新
潮
社
、
一
九
一
九
年
）
に
収
録
さ
れ
た
日
記
体
散
文
に
啓
発
さ
れ
た
発

想
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
風
に
内
田
孝
は
推
測
し
て
い
る
。（
注
⑮
）
確

か
に
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
は
、
武
者
小
路
実
篤
の
『
自
己
を
生
か
す
為
に
』
に
収
め

ら
れ
た
「
自
分
は
も
う
」
と
い
う
作
品
を
蒙
古
語
に
翻
訳
し
て
、
一
九
四
二
年
六

月
『
新
モ
ン
ゴ
ル
』
雑
誌
に
発
表
し
て
い
る
の
だ
が
、
東
洋
大
学
在
学
中
に
日
本

の
文
学
作
品
を
数
多
く
読
ん
で
い
た
彼
は
、
歌
物
語
の
『
伊
勢
物
語
』、『
土
佐
日

記
』
な
ど
の
日
記
文
学
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
清
朝
時
代
の
蒙
古
の
著
名

な
作
家
で
あ
る
尹
湛
納
希
の
『
青
史
演
義
』（
長
編
歴
史
小
説
）
な
ど
の
章
回
小

説
（
章
ご
と
の
後
に
詩
を
付
け
る
形
式
）
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
ど
ち
ら
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
散
文
集
に
つ
い
て
、
作
者
自
身
が
、「
帰
途
に
お
け
る
す
べ
て
の
喜
び
と

悲
し
み
を
綴
っ
た
の
が
こ
の
『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
で
あ
る
。（
略
）
こ
の
書
物

を
読
む
蒙
古
の
皆
様
は
、
目
の
前
の
蒙
古
民
衆
の
危
機
と
宿
願
を
何
時
で
も
忘
れ

ず
胸
に
懐
き
、
不
当
の
と
こ
ろ
を
ご
指
示
す
る
こ
と
を
望
む
」
と
書
い
て
い
る
よ

う
に
、
衰
退
し
て
い
く
自
民
族
の
現
状
に
対
す
る
危
機
意
識
が
彼
の
啓
蒙
思
想
の

主
な
動
力
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
の
変
革
、
揚
棄
も
自
己
の

存
在
状
態
に
対
す
る
主
体
の
焦
慮
、
危
機
意
識
か
ら
生
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
個

人
に
し
て
も
、
民
族
に
し
て
も
、
も
し
自
己
の
存
在
状
態
に
永
遠
に
自
己
満
足

し
、
或
い
は
無
明
の
眠
り
に
あ
れ
ば
、
自
己
揚
棄
は
あ
り
得
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
の
啓
蒙
思
想
の
形
成
に
は
、
彼
が
留
学
し
て
い
た

近
代
日
本
の
文
明
が
重
要
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
東
洋
大

学
に
履
修
科
目
と
し
て
歴
史
も
学
ん
で
い
た
彼
は
、
日
本
近
代
化
の
経
緯
を
知
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

今
日
、
高
速
で
発
展
し
、
世
界
強
国
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
本
は

（
略
）」
明
治
天
皇
の
と
き
、
文
明
開
化
の
策
略
を
執
り
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
民
衆
の
視
野
が
広
く
な
り
、
智
慧
が
開
き
、（
略
）
世
の
中
を
驚
か
す

今
日
の
成
果
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
一
九
四
三
年
頃
書
い
た
『
我
が
蒙
古
強
盛
の
歌
』（
文
明
評
論
風
の

エ
ッ
セ
イ
集
、
一
九
四
四
年
四
月
、
蒙
彊
徳
王
府
印
刷
所
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

る
。）
に
収
録
さ
れ
た
「
開
化
は
尊
い
」
と
い
う
一
篇
の
一
節
で
あ
る
の
だ
が
、

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
文
明
開
化
の
思
想
は
、
既
に
『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
を
書
く

頃
、
彼
の
意
識
に
芽
生
え
て
い
た
と
言
え
る
。
一
九
四
一
年
、
日
本
在
住
の
蒙
古

人
会
が
「
新
文
化
を
蒙
古
に
導
入
し
、
蒙
古
の
文
化
を
振
興
さ
せ
る
壮
業
に
役
立

て
る
」
目
的
で
、
雑
誌
『
新
蒙
古
』
を
創
刊
す
る
時
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
は
こ
の
雑

誌
の
編
集
に
携
わ
り
、
歴
史
的
文
章
の
翻
訳
或
い
は
自
作
を
発
表
し
た
り
し
て
い

た
。
ま
た
は
、
近
代
科
学
技
術
に
関
す
る
文
章
も
蒙
古
語
に
翻
訳
し
、
雑
誌
に
出

し
て
い
た
。
内
田
孝
の
統
計
に
よ
れ
ば
、『
青
旗
』
の
第
九
号
〜
第
二
十
五
号
に
、

『
子
供
に
聞
か
せ
る
発
明
発
見
の
話
』（
原
田
三
夫
著
）
な
ど
合
計
二
一
篇
の
翻
訳

作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。（
注
⑯
）
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世
界
文
明
に
取
り
残
さ
れ
、「
貧
困
・
病
気
・
無
知
」
が
そ
の
衰
弱
の
「
三
大

病
根
」（
注
⑰
）
で
あ
っ
た
当
時
の
内
蒙
古
民
衆
の
知
性
開
化
の
問
題
は
、
当
時

の
日
本
留
学
生
た
ち
の
共
同
の
思
慮
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
の
『
砂

漠
、
我
が
故
郷
』
に
対
比
的
意
識
の
働
き
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
文
明
の
近
代
日
本
と
衰
弱
の
内
蒙
古
と
の
対
比
思
考
で
あ
る
。
例

え
ば
、「
七
月
十
三
日
の
日
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

六
〇
、七
〇
年
前
頃
か
ら
朝
鮮
の
こ
の
地
域
が
乱
伐
で
裸
の
山
に
変
わ
っ
て

い
た
そ
う
で
あ
る
。
後
に
日
本
が
朝
鮮
を
統
治
し
て
か
ら
、
こ
の
地
域
の
気

候
、
地
形
、
土
質
な
ど
に
つ
い
て
細
か
く
検
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
れ
に
適

う
各
種
の
樹
木
を
植
え
、
人
間
の
知
恵
、
優
れ
た
腕
前
、
強
い
体
力
を
以
て

造
林
事
業
に
励
ま
し
た
お
蔭
で
、
今
日
の
よ
う
な
緑
し
た
た
る
木
々
に
囲
ま

れ
た
す
ば
ら
し
い
自
然
景
観
が
創
ら
れ
、
地
元
の
人
々
に
多
大
な
利
益
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
嗚
呼
、
わ
が
砂
漠
の
故
郷
の
仲
間
た
ち
よ
、

先
祖
の
時
代
か
ら
暮
ら
し
て
き
た
富
饒
な
故
郷
を
裸
に
し
て
食
い
つ
ぶ
す
し

か
知
ら
ず
、
懸
命
に
し
て
豊
潤
富
麗
な
環
境
に
す
る
こ
と
を
思
案
し
な
い
で

怠
け
て
い
る
の
は
先
祖
か
ら
授
け
た
賜
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
は
な

い
か
。（
中
略
）
こ
ん
な
状
態
で
蒙
昧
に
麻
痺
し
て
い
れ
ば
、
ど
う
や
っ
て

生
き
ら
れ
る
の
か
。（
略
、「
七
月
十
三
日
の
日
記
」
よ
り
）

　

先
祖
の
時
代
か
ら
遊
牧
し
て
暮
ら
し
て
き
た
蒙
古
草
原
が
既
述
の
開
墾
・
移
民

定
住
な
ど
に
よ
っ
て
砂
漠
化
さ
れ
て
い
る
内
蒙
古
の
様
子
を
後
景
に
置
く
、
隠
し

縫
い
の
よ
う
な
こ
の
書
き
方
に
は
、
他
人
の
顔
を
見
て
動
く
の
で
は
な
く
、
自
分

か
ら
勇
み
起
ち
、
置
か
れ
て
い
る
苦
境
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
批

判
意
識
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
日
記
体
の
散
文
集
を
綴
る
時
、
作
者
に

は
、
近
代
日
本
、
文
明
の
日
本
、
強
国
の
日
本
が
後
景
と
し
て
意
識
さ
れ
、
広
い

連
想
の
空
間
を
創
り
だ
し
て
い
る
。
そ
こ
に
当
時
の
彼
の
精
神
構
造
の
有
様
を
感

受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
で
、
注
目
に
値
す
る
も
う
一
つ
の
こ
と
は
、
仏
教
に
対

す
る
蒙
古
民
衆
の
迷
信
へ
の
批
判
で
あ
る
。

皆
様
、
我
々
は
今
よ
く
よ
く
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
官
人
の
一
家
の
盛
衰
に

も
か
か
わ
る
今
回
の
千
元
の
儲
け
が
一
人
の
高
僧
の
占
い
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
る
と
は
、
何
と
悲
し
い
、
何
と
憎
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
わ
が
蒙
古
の
砂

漠
の
故
郷
の
多
く
の
蒙
古
民
衆
は
こ
の
よ
う
な
無
知
迷
信
の
害
で
そ
の
生
計

を
ダ
メ
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
は
、
八
月
十
三
日
の
日
記
の
末
尾
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
日
、
サ
イ
チ
ョ

ン
ガ
は
知
り
合
い
の
官
人
の
家
を
訪
れ
て
い
っ
た
が
、
官
人
は
王
氏
と
い
う
大
工

の
漢
人
と
新
築
の
こ
と
で
値
ぎ
り
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
。
結
局
、
官
人
は
牛

車
五
〇
台
を
千
元
で
使
わ
せ
る
こ
と
に
合
意
し
た
が
、
官
人
の
兄
貴
で
あ
る
一
僧

侶
が
「
こ
れ
は
だ
め
、
何
よ
り
ま
ず
高
僧
に
占
っ
て
い
た
だ
か
な
く
ち
ゃ
」
と
い
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う
の
で
、
高
僧
に
占
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
ダ
メ
と
言
う
の
で
、
官
人
は
王
氏

と
の
約
束
を
や
め
た
の
で
あ
る
。

　

蒙
古
民
衆
の
ラ
マ
教(

喇
嘛
教)

へ
の
信
仰
は
、
清
朝
時
代
に
始
ま
っ
た
、
仏
教

を
利
用
し
て
蒙
古
を
支
配
す
る
と
し
た
清
朝
の
政
策
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ

れ
に
関
し
て
、『
実
録
中
国
踏
査
記
・
上
海
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
記
録
』
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

清
朝
国
を
立
つ
る
や
武
威
を
以
て
之
を
屈
す
べ
か
ら
ず
長
城
も
居
庸
の
堅
関

の
彼
等
の
一
撃
に
対
し
て
は
殆
ど
何
等
の
用
を
為
さ
ざ
る
を
悟
り
陰
険
に
し

て
巧
妙
な
る
政
策
を
取
れ
り
、
即
ち
モ
ン
ゴ
ル
の
ラ
マ
教
を
篤
く
信
ず
る
を

利
し
鋭
意
奨
励
し
一
面
に
於
い
て
は
彼
等
が
関
心
を
得
る
と
同
時
に
他
面
に

於
い
て
は
彼
等
を
し
て
過
去
及
未
来
の
問
題
に
急
な
ら
し
め
以
て
現
在
の
栄

華
功
名
を
思
う
の
暇
な
か
ら
し
め
同
時
に
其
平
和
神
秘
な
る
教
義
に
よ
り
彼

等
の
剽
悍
殺
伐
戦
を
好
む
の
性
を
和
げ
一
挙
両
得
の
功
を
収
め
ん
と
せ
り
。

（
注
⑱
）

　

蒙
古
民
族
の
も
と
も
と
の
宗
教
は
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
蒼
天

を
信
仰
し
て
い
た
。
元
朝
時
代
フ
ビ
ラ
イ
汗
は
漢
民
族
の
儒
教
・
道
教
の
影
響
を

防
ぐ
た
め
、
ま
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
・
文
化
を
持
つ
多
く
の
部
族
を
一
教
の

も
と
で
統
治
す
る
た
め
、
仏
教
を
チ
ベ
ッ
ト
経
由
で
蒙
古
国
教
に
し
た
わ
け
で
あ

る
。
当
時
、
仏
教
は
蒙
古
支
配
階
級
の
間
で
は
影
響
力
が
あ
っ
た
が
、
多
数
の
遊

牧
民
た
ち
は
依
然
と
し
て
固
有
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
信
仰
し
て
い
て
、
元
朝
の
滅

亡
に
し
た
が
っ
て
、
仏
教
の
影
響
も
姿
を
消
し
て
き
た
の
で
あ
る
。（
注
⑲
）

　

だ
が
、
長
い
歴
史
的
騒
乱
を
経
て
、
蒙
古
が
清
朝
の
支
配
に
入
る
よ
う
に
な
る

と
、
清
朝
は
ラ
マ
教(

喇
嘛
教)

を
以
て
蒙
古
人
の
勇
猛
な
性
質
を
抑
え
る
政
策
を

取
り
、
そ
の
勢
力
は
内
・
外
蒙
古
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
人

の
男
の
子
が
生
れ
た
家
な
ら
、
そ
の
二
人
を
出
家
さ
せ
る
の
が
常
だ
っ
た
。
蒙
古

人
の
人
口
が
減
っ
た
の
も
こ
れ
と
関
係
あ
る
。

　

以
上
の
日
記
で
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
は
仏
教
そ
の
も
の
自
体
に
対
し
て
な
に
も
書

い
て
い
な
い
。
そ
の
主
旨
の
重
点
は
仏
教
を
盲
信
す
る
無
知
に
あ
る
。
蒙
古
民
衆

は
あ
ら
ゆ
る
盲
信
か
ら
目
が
覚
め
、
世
の
中
の
こ
と
に
正
し
い
判
断
が
で
き
る
文

明
的
民
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
こ
の
日
記
に
暗
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
願
い
は
、
自
民
族
に
対
す
る
愛
の
情
感
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

人
間
の
最
終
の
目
的
は
先
祖
か
ら
子
孫
に
受
け
継
が
れ
る
自
民
族
の
た
め
に

命
を
捨
て
て
力
を
尽
く
す
こ
と
に
あ
る
・
・
・
な
ど
の
歌
唱
や
話
し
、
戦
場

に
赴
く
勇
士
た
ち
と
祖
国
に
残
る
そ
の
家
族
の
人
々
の
こ
の
よ
う
な
、
祖
国

と
自
民
族
を
命
を
以
て
守
り
抜
く
と
す
る
誓
い
を
耳
に
す
る
度
に
、
わ
が
蒙

古
を
愛
す
る
心
が
火
の
よ
う
に
燃
え
上
が
る
。
既
述
の
様
子
を
見
て
も
日
本

が
世
界
の
強
国
の
名
誉
を
勝
ち
取
っ
た
原
因
を
す
ぐ
さ
ま
分
か
る
だ
ろ
う
。

確
か
に
、
一
国
或
い
は
一
民
族
の
興
亡
は
そ
の
民
衆
の
、
自
民
族
を
愛
す
る

心
の
強
弱
に
関
わ
る
。（
略
「
七
月
十
一
日
の
日
記
」
よ
り
）
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こ
れ
は
、
帰
郷
の
際
、
東
京
駅
で
戦
場
に
赴
く
兵
士
た
ち
が
見
送
ら
れ
る
場
面

を
目
の
前
に
し
て
綴
っ
た
作
者
の
激
動
す
る
心
の
声
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
一
般

に
言
う
侵
略
戦
争
に
従
事
す
る
日
本
軍
人
へ
の
嫌
悪
の
気
持
ち
は
見
ら
れ
な
く
、

感
受
さ
れ
る
も
の
は
自
国
の
た
め
に
、
自
民
族
の
た
め
に
戦
お
う
と
す
る
兵
士
た

ち
の
精
神
へ
の
共
感
、「
火
の
よ
う
に
燃
え
上
が
る
」「
蒙
古
を
愛
す
る
心
」
で
あ

る
。
当
時
の
内
蒙
古
の
自
治
運
動
の
状
況
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
蒙
古
民
族
の
一

員
と
し
て
の
彼
の
心
情
は
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

彼
は
一
九
四
三
年
頃
書
い
た
『
我
が
蒙
古
強
盛
の
歌
』（
文
明
評
論
風
の
エ
ッ

セ
イ
集
）
に
収
録
さ
れ
た
「
文
明
開
化
と
生
計
」
と
い
う
文
章
の
中
に
、「
外
国

の
優
れ
た
文
化
を
移
入
し
て
自
分
の
も
の
に
し
、
自
分
た
ち
の
智
慧
、
腕
前
、
体

力
を
頼
り
に
し
て
、
輝
か
し
い
新
し
い
文
化
を
創
る
こ
と
は
我
々
の
将
来
の
偉
業

で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
既
に
日
本
留
学
時
代
か
ら
、
科
学
文
化
に
よ
っ
て

民
衆
を
啓
蒙
し
、
民
族
復
興
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
識
の
後
景
に
日
本
の
明
治
維
新
の
構
図
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　

文
化
が
喪
失
す
れ
ば
、
そ
の
民
族
は
滅
び
る
。
二
十
世
紀
前
半
期
は
、
蒙
古
民

族
に
と
っ
て
、
勇
み
立
っ
て
戦
う
か
、
待
ち
惚
け
て
亡
び
る
か
と
い
う
、
そ
の
運

命
に
関
わ
る
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
清
朝
が
滅
亡
し

た
後
の
蒙
古
民
族
は
外
・
内
と
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
外
蒙
古
は
独
立
し
た
の
だ

が
、
内
蒙
古
は
中
華
民
国
の
統
治
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
軍
閥
ら
の
駐
屯
開
墾
、

土
地
掠
奪
、
移
民
に
よ
る
民
族
同
化
な
ど
非
人
道
的
統
治
が
以
前
よ
り
残
酷
非
道

に
な
り
、
蒙
古
民
衆
は
水
火
の
難
に
遭
遇
し
、
曾
て
遊
牧
文
化
が
本
流
で
あ
っ
た

内
蒙
古
は
遊
牧
民
と
定
着
民
が
混
在
す
る
異
相
の
地
区
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
で
、
蒙
古
人
は
民
族
の
自
由
・
独
立
の
た
め
、
武
力
闘

争
、
政
治
手
段
な
ど
あ
ら
ゆ
る
対
応
策
で
抵
抗
し
た
。
一
九
三
七
年
か
ら
西
部
内

蒙
古
に
於
け
る
自
由
・
独
立
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
徳
王
が
、
政
治
的
・
武
力
的

闘
争
を
す
る
と
同
時
に
教
育
文
化
を
以
て
民
族
を
振
興
す
る
道
を
摸
索
し
始
め
、

民
族
の
独
立
の
た
め
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
呼
び
か
け

で
、
西
部
内
蒙
古
で
は
、
多
く
の
学
校
が
創
ら
れ
、
ま
た
は
、
日
本
の
先
進
文
明

を
修
得
さ
せ
、
蒙
古
民
族
の
復
興
の
壮
業
に
貢
献
し
て
も
ら
う
目
的
で
多
く
の
若

者
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
学
生
た
ち
の
中
で
、
文
学
を
以
て
蒙
古
民

衆
の
眠
れ
る
精
神
を
呼
び
覚
ま
し
、
自
民
族
の
自
由
・
独
立
の
た
め
尽
力
し
た
青

年
の
一
人
が
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
で
あ
っ
た
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
、『
心
の
伴
侶
』
は
彼
が
日
本
留
学
中
に
出
版
し
た
処
女
詩

集
で
あ
る
。
そ
れ
は
内
蒙
古
近
代
文
学
史
に
お
け
る
最
初
の
詩
集
で
も
あ
る
。
そ

の
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
、
危
急
存
亡
の
瀬
戸
際
に
瀕
し
て
い
る
自
民
族

へ
の
危
機
意
識
と
、
そ
の
民
族
を
復
興
さ
せ
る
た
め
、
蒙
古
の
若
者
た
ち
が
一
致

団
結
し
て
勇
み
起
と
う
と
す
る
心
の
叫
び
、
浪
漫
的
激
情
と
言
っ
て
よ
い
。

　

こ
の
詩
集
に
つ
い
て
、
蒙
古
国
の
著
名
な
作
家
で
あ
る
バ
・
バ
ス
ト
は
、
そ
の

回
想
文
の
中
で
「
外
国
に
留
学
し
て
世
界
文
学
に
出
会
っ
た
」「
そ
の
祖
国
は
自
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由
・
幸
せ
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
故
に
、
詩
行
の
後
に
そ
の
思

想
を
隠
し
て
い
た
。
と
に
か
く
そ
の
『
心
の
伴
侶
』
の
詩
歌
は
彼
の
詩
歌
の
頂
点

と
見
る
の
が
理
に
当
た
る
。」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。（
注
⑰
）

　

こ
れ
は
、
要
を
得
た
公
正
な
評
価
で
あ
る
。『
心
の
伴
侶
』
は
そ
の
象
徴
性
、

暗
示
性
や
連
想
の
手
法
を
う
ま
く
操
り
、
す
ぐ
れ
た
知
識
人
の
危
機
感
、
郷
愁
、

憂
患
な
ど
の
情
緒
が
そ
の
詩
行
に
織
り
込
ま
れ
て
、
芸
術
性
は
高
い
。
内
蒙
古
近

代
文
学
の
基
礎
を
作
っ
た
詩
集
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
日
記
体
散
文
集
『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
も
主
に
田
舎
の
遊
牧
民
た
ち
の

暮
ら
し
向
き
を
写
実
的
に
描
く
す
ぐ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
酒
に
呑
ま
れ
、
阿
片
に

害
さ
れ
、
仏
教
を
盲
信
す
る
人
々
を
目
の
前
に
し
て
、
彼
ら
の
不
幸
を
憐
れ
み
、

不
振
を
憤
る
思
い
が
、
彼
の
啓
蒙
思
想
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
が
章
ご
と
の
結
尾
或
い
は
中
間
に
短
長
異
な
る

詩
歌
を
詠
ん
で
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
武
者
小
路
実
篤
の
影
響
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
と
推
測
す
る
内
田
孝
の
指
摘
（
注
⑳
）
に
加
え
、
彼
は
日
本
古
典
の
日
記
文

学
を
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
や
、
留
学
す
る
前
に
尹
湛
納
希
の
『
青
史
演

義
』
な
ど
の
章
回
小
説
（
章
ご
と
の
後
に
詩
を
付
け
る
）
を
も
耽
読
し
て
い
た
と

い
う
二
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
『
心
の
伴
侶
』
と
『
砂
漠
、
我
が
故
郷
』
に
感
受
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
特
徴
的

な
点
は
、
歴
史
・
社
会
的
背
景
を
後
景
に
し
て
、
広
い
連
想
の
空
間
を
読
者
に
託

す
書
き
方
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
論
で
分
析
し
た
「
麗
し
き
富

士
山
」
と
「
成
吉
思
汗
の
子
孫
た
ち
」、「
光
の
窓
」、「
七
月
十
三
日
の
日
記
」
な

ど
に
そ
れ
が
窺
わ
れ
る
。

　

な
お
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
の
年
譜
、
或
い
は
そ
の
作
品
集
の
解
説
に
、
彼
は
日
本

の
作
家
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
説
家
・
詩
人
た
ち
の
作
品
を
数
多
く
読
ん
で
い
た
と

紹
介
さ
れ
る
が
、
一
体
誰
の
ど
の
よ
う
な
作
品
を
読
ん
で
い
た
の
か
に
つ
い
て
は

不
明
で
、
確
実
の
資
料
も
手
に
入
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。

注
注
①　
『
萩
原
朔
太
郎
全
集　

第
一
巻
』、
新
潮
社
、
一
九
五
九
年

注
②
⑧　

ジ
ャ
ク
チ
ト
・
ス
チ
ン
『
私
の
知
る
と
こ
ろ
の
徳
王
と
当
時
の
内
モ
ン
ゴ

ル
』、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
、
一
九
九
三
年

注
③　

蒙
古
族
簡
史
編
著
組
『
蒙
古
族
簡
史
』、
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年

注
④　

斉
木
道
吉
、
簗
一
孺
、
趙
永
銑
ら
編
集
『
蒙
古
族
文
学
簡
史
』、
内
蒙
古
人
民

出
版
社
、
一
九
八
一
年

注
⑤　

カ
ン
ト
『
啓
蒙
と
は
何
か
』、
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年

注
⑥　

佐
藤
義
亮
編
輯
『
支
那
及
満
蒙
』、
新
潮
社
、
一
九
三
二
年

注
⑦　

ジ
ャ
ク
チ
ト
・
ス
チ
ン
『
蒙
古
今
昔
』
参
照
、
台
北
商
務
印
書
館
出
版
、

一
九
五
五
年

注
⑨　

島
田
俊
彦
・
稲
葉
正
夫
編
集
『
日
中
戦
争
』
現
代
史
資
料
８
参
照
、
美
鈴
書

房
、
一
九
六
五
年

注
⑩　

其
布
日
哈
斯
、
色
・
烏
力
吉
巴
図
『
納
・
賽
音
朝
克
図
研
究
』、
内
蒙
古
文
化

出
版
社
、
二
〇
一
六
年

注
⑪　

一
九
四
〇
年
十
二
月
十
七
日
、
興
安
局
蒙
民
厚
生
会
、
蒙
民
裕
生
会
、
満
州

国
総
務
庁
、
日
本
側
の
出
資
で
、
株
式
会
社
「
青
旗
新
聞
社
」
が
設
立
さ
れ
、

一
九
四
一
年
一
月
六
日
（
一
九
四
五
年
七
月
三
〇
日
廃
刊
）
か
ら
『
青
旗
報
』（
週

刊
）
が
発
行
さ
れ
た
。
蒙
政
部
次
長
で
あ
っ
た
菊
竹
実
蔵
は
社
長
を
務
め
、
蒙
彊
、
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日
本
、
朝
鮮
な
ど
国
内
外
に
発
行
さ
れ
て
い
た
。

注
⑫　
『
丙
寅
』
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
六
年
、
北
京
蒙
蔵
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た

布
和
賀
西
格
、
呼
和
巴
特
尓
ら
が
蒙
古
文
学
会
を
創
建
し
、
同
年
そ
の
機
関
誌
と

し
て
『
丙
寅
』
を
創
刊
し
た
。
学
会
の
会
員
が
投
稿
し
、
詩
歌
、
小
説
、
民
謡
、

諧
謔
小
品
な
ど
の
文
学
作
品
を
載
せ
て
い
た
。
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
は
一
九
三
九
年
六

月
蒙
古
文
学
会
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
。

注
⑬
⑱　

滬
友
会
編
集
『
実
録
中
国
踏
査
記
・
上
海
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
記
録
』、

新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
一
年

注
⑭　

福
沢
諭
吉
『
現
代
語
訳　

学
問
の
す
す
め
』、
三
笠
書
房
、
二
〇
一
〇
年

注
⑮
⑯
⑳　

内
田
孝
「
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
に
お
け
る
一
九
四
五
年
以
前
の
翻
訳
活
動
」、

内
蒙
古
大
学
紀
要
、
二
〇
一
七
年
五
月
号

注
⑰　

郭
道
普
「
蒙
古
問
題
講
演
録
」、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
内
蒙
古
自
治
区
委
員

会
文
化
歴
史
資
料
研
究
委
員
会
編
集
『
内
蒙
古
文
化
歴
史
資
料
』
第
三
十
一
輯
所

収
、
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年

注
⑲　

チ
・
ダ
ラ
イ
『
蒙
古
史
』
参
照
、
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年

付
記　

サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
の
作
品
の
引
用
に
つ
い
て
は
内
蒙
古
人
民
出
版
社
『
サ
イ

チ
ョ
ン
ガ
』（
一
九
八
七
年
五
月
）
に
拠
り
、
筆
者
が
日
本
語
に
訳
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
、
サ
イ
チ
ョ
ン
ガ
、
留
学
、
浪
漫
的
激
情
、
啓
蒙
思
想


